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臓 績 掴 答者２９鞭 鰯 奴 靭⑭ 跳
． 熟遂７例， 女１３７例，

平 均 隼 齢６３歳， 乎 均 羅 癩 簸 閥王２．茎隼 で あ っ 花。 症 状 の

無 い 者！⑪Ｃ例， 殖 状 を 講 め 淀 翻 ８ 鰯 （６５％） で あ っ た．

療 状の 乎靭 総禽 煮３。§，耀 擁鰯 闘⑳畏 鰍 舵 幾 に 総禽庶

口）糟カ脆 認 め花．纏撚 を認 鋤稔 脳 例 の彩 修総 禽 魚低傭

例 蝋例， 串響纏 搬８繊 蕊艦 棚婁例 で 潟り， ５２，７路 は

淀 状の 軽ら堀 纏 例 ㌘鎗つ 怒．穣 溝鰯 閥登 劃 碑，呈！～２０

隼， ２ぼ 靭こ分 帆 総合 魚艦 纏例 登羅病 期 閥 洲こ検 討

し淀． そ の繕築 櫨獲 鰯 棚ｅ顯ま躍 溝鰯 閥且８牢以 下の 療

例 で あり， 擢病 鶏闘 が疑 くな 創こ従い 猛獲例 の 減少 を

認め淀
．

禽箆癒 状⑳ 項 醜彗糠 議 刷ま， 愚の纂カまはれ て

重 い 感 じ、 歩 く と 砂 剃 凄 鱈 ん でも 嶋 感 じ の ２ 項 園 は 罹

病 期 問 秘 長 く な る と 発 窺 率 が 萬 く 菅 っ た．

〔結 論〕自覚 痘状 を認め た痘 例 軸２、 秘 は 症状 総合 点

低値例 で あり， こ の猛纏 棚 ま羅病 鶏閥 の短 い症 例に 多

カ・っ た． 以 上 の 結 果， 軽 症 の 糖 尿 病 榑 経 障 害 の よ り 早

期 の発 副こア ン ケー ト調 査 紬 役 立つ こ と 躯 示 駿さ れ

恕
．

１９． 外 陰部 蜂寓 織炎１二よっ て発 箆さ れた 寓齢 老未 治

療糖 尿癒 の１ 鰯

（第 二溝 院産 鰯人 醐 斎藤 理恵 ・

熊 魯 芳 紀 予 ・ 太 乎 篤 ・ 村 鰯 兇 葱 ・

安 麓 翻 予 ・ 滝 淑 蟹 ・ 籍 轟 濠 予

今幽， 私 趨凄薦 麟籍 の外 鰺灘鱗 寓 織炎１は っ て発 蒐

慈 批稔 兼 潜 嬢 の 糖 駁繍 の 縫 繊 登 緩験 し稔 の で 報 奮 す

る
．

（療例 鴻６歳， ５ 鰯縫 妊縫 産鰐
．

籔 猛歴１ 祷蓄竃す べ警

こ と は な い． １壽隼 繭 爽 と 罷 溺． 髪 勇 衆 婦 を 圃 屠． 性 器

出 碗 ・ 歩 行 顕 難１こて 当 樽 を 繕 介 さ れ， ユ９９５隼 ２ 月 ８ 臼

初 診． 著 明 な 外 陰 部 の 発 赤 ・ 獲 媛， 濃 瘍 と そ の 自 壌 に

よ る 多 塁 の 膿 沫， 簿 痛， 軽 度 の 意 識 障 害， 歩 行 困 難 を

認 め， 入院． 外 陰 級こ 鯛き管上 から 大騒 肉鰯， 江 門付

近 ま で 拡 大 し た 濃 瘍 を 認 め， 膿 瘍 を 切 開 ・ 鎌 膿 し， 抗

隻斉茗， 消 炎 鎮 痛 剤 ⑳ 投 専， 洗 浄 を 滋 行
．

同 時 に 多 飲 ・

多 尿 も 認 め 亮 淀 め， 糖 査１こて Ｄ 搬 と 診 断 し， 治 療 を 開

始 した． 膿 蕩 肉 容 と尿 申 よ り 笈 脇 鋤 脇 伽召舳ｏ物肋

と Ｓ鋤 奴 ㈱ζ燃 鰍 獺郷 を 認釣潅 鎮，約 ２遁 聞で 菌は

消 幾 し壬 ヱ 渚 潟 準 の 燃 翻 こて１姦ぽ 軽 筏 し た
． そ の 後，

歩 行 蹴こ転 鰍 脅新 し淀 淀 酬こ整彩 外 樽べ転 科と なっ

だ
．

牽 縫例 は 繊脳 １こぷ る揚 感 難 艦 と ケア の 不 歴 より 臓

汎 な膿 蕩登 形威 し液 秘
， 今鐙 蔑鱗篭 の糟 棚 こ縛い， こ

の ぷ多 な縫 例１塞増あ 瞭 る こ ㍑ 浮 想蜜 狐 充 分な 麗 解

＆ 対 策 秘 必 嚢 で 藩 慈 を 努 免 葛 派 稔．

２０
．

ＣＴ 下 ドレ ナージ 秘 奏動 し 芯化 獲 鰹構 閥板 炎の

工症例

（篤二 病院 整影 外騨， 懐 女匿犬 敬射 線科）

鰯 串 秀 司 ・ 遼 鰯 譲王・ 鰯 羅 護 葵 ・

書 鰯雛 乏・ 欝療撃 繋

療例 は， ６５歳 努徽 で， 風郷纏 微 註綴 癩の恕 酬こ逝 隊

入院 ＆なり 硬麟 外 プ滅ツク で濠療 登符っ 仙 耽 懲籍 で

施る、 入 院 後 も綴 繍 淡 し 澄苔液 増 慈 し 体動 も 鰯難 を

な つ 花 淀 め２ 鋼 後 幾 科１こ 転 院 を な つ 怒．

転院 縛， 綴痛， ３８度台 の熱 発潟 攻 砂禽滋 球増菰腕 認

め 花． 窪 淀 腰 部 潟 よ 淡 腹 灘 レ ン ト ゲ ン で１ま Ｌ３の 権 体 前

縁部 の破壌 像と 着大 腰筋 下灘 の陰 影消 笑を 認め花
．

腹

部 趨 音 波 検 査 で は， バ イ フ ァ ー ケ ー シ ョ ン 直 圭 で 下 大

動脈 を背 鰯か ら腹鰯 へ圧 擁す る低 エコ ーの マス を認 め

た． 腹 都 ＣＴ で は， Ｌ３Ｌ 鰯 ② 縫 闘 板 炎， Ｌ 汐 ベ ル で の

右大 腰筋 内１こぽ ぽ全 融こおよ 蕊駿 瘍， 後腹 膜リ ンパ 節

の 腫 大 を 認 鎗， 膿 瘍１こ斌 し 刊 ま ｃＴ 刊 こ８駄 の ピ ッ グ

テイ ル カ テ ー テ ル を 右 大 腰 筋 肉碁こ留 蟹 し て ド 汐 ナ ー ジ

を 行 っ 花
．

膿 塔 養 の 繕 築， 起 炎 欝１ま叢 蜜 ブ 清 ウ 球 菌 で

あ っ た． 治 療 は， ド ン ナ ー 洲こ勇 肢 て 劃 こ ペ ユ シ リ ン

系， 逆 フ ァ 四 ス 斌 リ ン 系 の 薬 翻 登 投 等 しラ 塞 花 樵 体 の

破 壌 登 予 防 す る 花 め マ ジ ッ ク ベ ッ ト、虻で 絶 劾 費 静 と し

た
．

ド汐ナ ージ の竪 黒攻り 熱 翻まし 淋 准 鐘 欝イ眈 約 蓋

遡 閲 後１こ は３ 確 繭 後 の 微 難 凌 な っ 恕． 禽 燃 球， Ｃ 般 は

約 ２ 週 閥 後１こ は 繍 繋湿 欝１こ 獲 し 淀． 雛 艦 後 の 鰹 は 漏 孔

遺骸註Ｃγ で縫遇登遺へ し繊 耽 織葦叱災淀 腕８８

後 抜 去 し 花． 約 ２ ヵ 月 の ベ ッ ト 上 費 欝 の の 葛 歩 行 翻 練

誉 開 始 し 転 院 ３ 労 月 で 遺 院 と な っ 淀．

ＣＴ 下 ド レ チ ー ジ は， 闘 腹 操 僧 こよ る も 酬 こ 沈 較 し

て 侵襲カミ軽微 で あり重 篤な 状 餓こあ る他 濃燈 権闘板 炎

に は 有 用 で あ る．

２玉． 犬腿腎 頚都 内鰯 骨振 手編 後１こ艶現 した 爽腿 脅頭

Ｍ 醐 異 常所 見の 経遇 を遺 えた２ 例

（第 二 病院 整影外 醐 吉 翻雅 之・

管 魔 幸 子 ・ 膏 上 富 子 ・ 千 葉 純 司 ・

泌 頭 衆 織 ・ 頼 串 秀 司 ・ 金 予 鱗 山

大腿 骨頚 都内 側脅 掘凄， 寧齢 雫像 撚 独こま って 鴛接

合 術 を 施 行 さ 狐 る も の も 劣 漆 く 鋤 ・． し か し， 手 術 後

に 外傷 惚大 鰹轡 顧嬢 琵蜜 綴籍 するも の淋 あり， こ の脅

折 の衡 顧肉 で 狡の漢 ラな 蛮化ゐ 蝿 こって いる か は沫濃

１こ不閥 な漁 淡多 い． 今 鰯繊 刷嚢， 徽 後の 滋 脳 で翼 欝所

箆 登添 し稔 ２例 の縫 遜を 観察 し怒 ので轍 欝 する．

〔綾 例１ 棚 歳 女性， 禽 転 靭こ棄っ 仙 沢 転 倒 して受
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